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　台風２３号の復興に向けて、今、指揮をとれない
状況を市民の皆様に誠に申し訳なく思いつつペンを
執っています。幸いに１１月１１日付けで市長職務代
理者は和田金男助役がとりしきり、現在、職員全員
が全力で取組んでいただいていることに心から感謝
を捧げたく思います。
　宿南地区の災害に加えて、幸陽・茶堂団地の地す
べり対策が案じられていますが、特別委員会を早急
に立ち上げて地元の皆様にきちんと説明でき対策が
決まりつつあることはなによりのことです。また、
お願いを続ける中で、養父市が最も被害の大きかっ
た風倒木対策が、林野庁、兵庫県で支援体制ができ
つつあることもなによりです。
　私は、身内が医師をしている神戸の病院に入院し
ていることから、井戸兵庫県知事、藤本・斎藤両副
知事等、県の幹部も寄られました。とにかく、豊岡
の報道ばかり流れていますが、養父市の状況も大変
深刻で財政・人的支援をお願いし続けています。今
回、養父市としても独自の災害対策を行い、床上浸
水等できるだけの支援を行いますが、県も被災者を
救済するという基本的立場をとると明言されており、
連携をとりながら可能な限りの支援策を展開してい
ただくことをお願いし続けています。
　今、私の病室には千羽鶴がかかっています。今夏
の全国高校野球大会兵庫県予選でベスト８入りした
八鹿高校野球部からの届け物です。明石球場で一緒
になって白球を追いかけた若者たちが、こんな気持
ちをもっていてくれることに、私は熱い思いを感じ
ずにはいられませんでした。
　今年は、市消防職員が渡架式ロープ競技で素晴ら
しい成績を上げ、また台風被害を受けた宿南の子ど
もたちがバレーボール但馬大会で優勝したりと、明
日を担う若者の活躍が目立ちます。来る１２月２５日
には養父市とゆかりのある、アテネオリンピック金
メダリストの体操男子キャプテンの米田功選手が養
父市にやってきます。大勢の人に参加をいただきた
いと思います。同選手はとても多忙ですが、養父市
体育協会、ご親戚の熱意、そしてご両親の同級生の
皆さん方の熱い心によって実施するに至りました。
養父市の子どもたちが同選手らの模範演技を見て、
大きく育ってくれると確信しています。
　台風２３号の復興を進めながら、私たちがそれを
乗り越え、新生養父市を力強く進めていこうではあ
りませんか。市民皆様のご協力をお願いします。

「台風２３号復興に向けて」

養父市長
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▼
前
澤
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収
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万
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設
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町
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万
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▼
中
島
隆
夫（
養
父
市
）一
万
円
▼
西
田

明
滿（
和
歌
山
県
）三
万
円
▼
�
真
如

苑
・
五
十
万
円
▼
兵
庫
県
市
長
会（
神

戸
市
）十
万
円
▼
兵
庫
県
町
村
会（
神
戸

市
）五
万
円
▼
養
父
交
通
安
全
協
会（
養

父
市
）三
万
円
▼
八
高
八
九
十
会（
養
父

市
）四
万
四
百
十
円
▼
広
谷
文
化
祭
こ

う
ゆ
う
会（
養
父
市
）一
万
七
百
七
十
四

円
▼
山
形
健
介（
大
阪
府
）一
万
円
▼
才

木
茂（
養
父
市
）三
千
円
▼
堀
川
宏（
養

父
市
）千
円
▼
満
福
寺（
養
父
市
）一
万

円
▼
大
屋
地
域
局
窓
口
募
金（
養
父
市
）

三
千
五
百
四
十
四
円
▼
お
達
者
会（
養

父
市
）千
四
百
円
▼
向
八
木
区
長（
養
父

市
）三
万
二
百
五
十
円
▼
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
‐
D
地
区
ガ

バ
ナ
ー
・
川
西
建
雄（
姫
路
市
）二
十
九

万
円
▼
養
父
市
議
会
議
員
互
助
会（
養

父
市
）十
一
万
円
▼
匿
名
・
千
円
▼
石

川
芳
之（
静
岡
県
）六
百
円
▼
西
田
里
香

（
岡
山
県
）一
万
円
▼
上
田
実
蔵
・
照
子

（
養
父
市
）千
円
▼
口
大
屋
小
学
校（
養

父
市
）一
万
二
千
二
百
円
▼
四
方
恒
男

（
養
父
市
）二
千
円
▼
高
野
喜
代
寿（
西

宮
市
）千
円
▼
矢
野
尾
郁
子（
西
宮
市
）

五
千
円
▼
愛
植
男（
養
父
市
）一
万
円
▼

東
京
信
用
金
庫（
東
京
都
）五
万
円
▼
�

宮
本
工
業
所（
大
阪
府
）十
万
円
▼
木
本

悦（
大
阪
府
）一
万
円
▼
八
鹿
高
校
４
期

Ｏ
Ｂ
同
窓
会
有
志
・
一
万
七
千
五
十
五

円
▼
東
京
養
父
町
会（
東
京
都
）三
万
円

▼
高
川
公
民
分
館（
大
阪
府
）五
万
円
▼

高
川
校
区
一
同（
大
阪
府
）十
万
円
▼
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
あ
い
あ
い（
尼

崎
市
）一
万
円
▼
日
本
共
産
党
中
央
委

員
会（
東
京
都
）百
万
円
▼
大
橋
南
但
歌

謡
教
室（
養
父
市
）七
万
三
千
六
百
九
十

六
円
▼
島
田
初
枝（
三
重
県
）二
千
円
▼

安
倍
賢（
山
口
県
）五
千
円
▼
北
村
迪

（
養
父
市
）一
万
円
▼
三
井
一
彦（
猪
名

川
町
）一
万
円
▼
東
京
八
高
会（
東
京

都
）五
万
円
▼
山
口
史
子（
大
阪
府
）一

万
円
▼
太
田
信
子（
大
阪
府
）五
万
円
▼

園
部
勲（
尼
崎
市
）一
万
円
▼
根
本
健
造

（
北
海
道
）千
円
▼
田
中
洋
子（
大
阪
府
）

千
円
▼
ミ
ヤ
シ
タ
カ
ズ
ヒ
コ
・
千
円
▼

ワ
ダ
タ
カ
オ
・
一
万
円
▼
ハ
マ
ダ
タ
ダ

シ
・
五
千
円
▼
タ
カ
シ
ナ
サ
ダ
オ
・
一

万
円
▼
関
宮
文
化
祭
実
行
委
員
会（
養

父
市
）五
万
千
八
百
十
七
円
▼
川
崎
彰

則（
大
阪
府
）五
百
円
▼
佐
藤
美
貴（
大

阪
府
）五
百
円
▼
匿
名
・
二
千
円
▼
匿

名
・
五
千
円
▼
応
用
地
質
�
関
西
支
社

（
神
戸
市
）三
万
円
▼
文
化
祭
実
行
委
員

会（
養
父
市
）二
万
四
千
八
十
一
円
▼
中

野
八
枝
美
・
児
島
阿
佐
美（
養
父
市
）四

千
円
▼
養
父
市
い
ず
み
会
関
宮
支
部

（
養
父
市
）二
万
円
▼
関
宮
健
笑
ク
ラ
ブ

会
員
一
同（
養
父
市
）五
千
円
▼
大
屋
文

化
祭
実
行
委
員
会（
養
父
市
）千
八
百
十

円
▼
大
屋
小
学
校
職
員（
養
父
市
）一
万

三
千
円
▼
大
屋
和
太
鼓
綺
羅
星（
養
父

市
）一
万
円
▼
蔵
垣
区
守
国
・
秋
の
収

穫
祭
実
行
委
員
会（
養
父
市
）二
万
六
千

百
四
十
二
円

　
　
　
　
　
　
　

（
※
左
上
に
つ
づ
く
）
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台風２３号台風２３号
復興支援に対するお礼復興支援に対するお礼

但馬県民局 台風災害対策相談窓口但馬県民局　台風災害対策相談窓口

相談日時担　当相談内容区分

月曜日～金曜日

（祝日除く）

午前９時～

　　　午後６時

市町・防災担当

� 0796-26-3617

全般、生活復興資金貸付

金、居住安定支援制度

総合
相談

豊岡県税事務所

� 0796-26-3627
県税

個　

別　

相　

談

県民運動課

� 0796-26-3646
ボランティア

環境課

� 0796-26-3650
ゴミ・廃棄物

豊岡健康福祉事務所

� 0796-26-3655
災害援護金・弔慰金

豊岡健康福祉事務所

� 0796-26-3661
健康相談

豊岡健康福祉事務所

� 0796-26-3665
家屋消毒

商工労政課

� 0796-26-3686
企業融資

豊岡農林振興事務所

� 0796-26-3689
農林被害

豊岡土木事務所

� 0796-26-3752
道路交通情報

　台風２３号により、宿南地区は大きな

被害を受けました。

　被災直後から現在に至るまで、災害

ボランティアのみなさん、市災害対策

本部、同現地災害対策本部、市社会福

祉協議会の皆様をはじめ多くの皆様

方から復興支援をいただきました。さ

らに多くの見舞金や救援物資なども

いただき誠にありがとうございまし

た。

　皆様方の温かいご支援のおかげを

もちまして、日々被災前の生活に戻り

つつあります。

　今後とも何かとお世話になります

が、よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　

 　　　　　　　　 宿南地区区長会

▼
大
屋
校
生
徒
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ（
養
父
市
）

六
千
五
百
八
十
三
円
▼
応
用
地
質
�

（
神
奈
川
県
）一
万
円
▼
金
下
建
設
�
兵

庫
支
部（
豊
岡
市
）百
万
円
▼
八
鹿
幼
稚

園
Ｐ
Ｔ
Ａ（
養
父
市
）一
万
千
二
百
五
十

八
円
▼
養
父
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会（
養
父
市
）千
百
五
十
円
▼
太
田
豊

（
養
父
市
）五
千
円
▼
杉
達
芳
子（
養
父

市
）五
万
円
▼
米
田
和
代（
養
父
市
）二

千
九
百
六
十
円
▼
高
野
山
大
学
昭
和　
３５

年
卒
業
生
同
窓
会（
養
父
市
）一
万
円
▼

�
め
ぐ
み
学
園
め
ぐ
み
幼
稚
園（
京
都

府
）四
万
円
▼
村
上
和
子（
養
父
市
）一

万
円
▼
橋
本
農
園（
養
父
市
）三
千
円
▼

手
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
つ
む
ぎ（
養
父
市
）

六
万
八
千
七
百
四
十
三
円
▼
南
谷
文
化

祭
参
加
女
性
グ
ル
ー
プ（
養
父
市
）六
千

円
▼
花
原
明
雄（
大
阪
府
）二
万
円
▼
米

沢
富
久
恵（
京
都
府
）二
万
円
▼
山
下
英

男（
神
奈
川
県
）一
万
円
▼
岸
本
洋
子

（
吉
川
町
）五
千
円
▼
岡
田
光
正（
大
阪

府
）五
千
円
▼
牧
野
広
義（
京
都
府
）一

万
円
▼
谷
垣
望（
香
川
県
）五
千
円
▼
藤

田
久
美（
姫
路
市
）千
円
▼
大
津
伊
香
立

郵
便
局
職
員
一
同（
滋
賀
県
）五
千
円
▼

田
中
達
夫（
千
葉
県
）一
万
円
▼
匿
名
・

四
万
七
千
円
▼
森
本
富
枝（
養
父
市
）五

千
円
▼
茨
木
隆
夫（
養
父
市
）五
千
円
▼

福
井
市
職
員
共
済
会（
福
井
市
）七
万
円

▼
子
ど
も
歌
舞
伎（
養
父
市
）六
千
九
十

円
▼
八
鹿
女
性
会（
養
父
市
）五
万
円
▼

丹
波
八
坂
太
鼓
保
存
会（
京
都
府
）一
万

円
▼
西
谷
地
区
女
性
会（
養
父
市
）四
万

千
七
百
九
十
円
▼
養
父
市
養
父
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会（
養
父
市
）七
百
九
十
一
円

▼
ふ
る
さ
と
工
房（
養
父
市
）一
万
六
千

三
百
円
▼
宿
南
三
谷
山
里
交
流
会
神
戸

ス
モ
ー
ク
の
会（
神
戸
市
）二
万
円
▼
松

井
利
二（
養
父
市
）一
万
円
▼
香
住
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会（
香
住
町
）三
万
円
▼
維
田

宗
夫（
愛
知
県
）一
万
円
▼
神
鋼
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
大
阪
府
）十
万
円
▼
夏

梅
老
人
ク
ラ
ブ（
養
父
市
）二
万
七
千
百

円
▼
由
良
老
人
ク
ラ
ブ（
養
父
市
）五
千

八
百
円
▼
お
う
み
老
人
ク
ラ
ブ（
養
父

市
）一
万
四
千
円
▼
樽
見
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）一
万
円
▼
上
山
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）五
千
円
▼
宮
垣
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）一
万
円
▼
若
杉
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）三
千
円
▼
栗
ノ
下
老
人
ク
ラ

ブ（
養
父
市
）五
千
円
▼
筏
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）一
万
円
▼
蔵
垣
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）三
万
円
▼
和
田
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）一
万
円
▼
門
野
老
人
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）二
万
五
百
円
▼
糸
原
老
人
ク

ラ
ブ（
養
父
市
）一
万
八
千
円
▼
大
杉
老

人
ク
ラ
ブ（
養
父
市
）一
万
円
▼
山
笠
老

人
ク
ラ
ブ（
養
父
市
）三
千
九
百
円
▼
大

屋
市
場
老
人
ク
ラ
ブ（
養
父
市
）一
万
九

千
九
百
円
▼
加
保
老
人
ク
ラ
ブ（
養
父

市
）一
万
千
三
百
円
▼
大
屋
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ（
養
父
市
）一
万
四
百

十
二
円
▼
大
屋
健
康
福
祉
ま
つ
り
実
行

委
員
会（
養
父
市
）五
千
六
十
円
▼
高
木

穣（
大
阪
府
）一
万
円
▼
ブ
ナ
を
植
え
る

会
小
笠
原（
神
戸
市
）千
円
▼
中
山
敏
秋

（
養
父
市
）一
万
円
▼
高
橋
方
・
田
畑
き

よ（
大
阪
府
）一
万
円
▼
多
田
美
稔
子

（
神
戸
市
）一
万
円
▼
前
山
健
二（
和
歌

山
県
）千
円
▼
八
鹿
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会（
養
父
市
）八
万
円
▼
多
田
武
夫（
養

父
市
）一
万
円
▼
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（
養
父
市
）一
万
円
▼
島
田

幸
雄（
養
父
市
）三
千
円
▼
住
吉
波
手
ま

ち
づ
く
り
の
会（
神
戸
市
）七
万
円
▼
堀

井
義
章（
養
父
市
）一
万
円
▼
北
兵
庫
錦

鯉
品
評
会（
養
父
市
）二
万
円
▼
�
環
境

テ
ク
ノ
ス（
和
田
山
町
）二
万
円
▼
藤
本

武
則（
大
阪
府
）十
万
円
▼
建
屋
小
学
校

職
員
一
同（
養
父
市
）二
万
四
千
円
▼
高

柳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
養
父
市
）二
万
五
百

三
十
八
円
▼
養
父
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
養
父
市
）十
五
万
四
千
七
百
円
▼
養
父

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
養
父
市
）二
万
千
七
百

四
十
五
円
▼
蔵
垣
か
い
こ
の
里
特
産
加

工
部（
養
父
市
）一
万
円
▼
横
行
老
人
ク

ラ
ブ（
養
父
市
）一
万
円
▼
中
間
老
人
ク

ラ
ブ（
養
父
市
）七
千
円
▼
八
鹿
小
学
Ｐ

Ｔ
Ａ（
養
父
市
）六
千
二
百
八
十
五
円
▼

�
タ
ク
マ
・
二
十
万
円
▼
ア
ボ
サ
ナ

エ
・
一
万
円
▼
モ
リ
グ
チ
シ
ン
ジ
・
一

万
円
▼
カ
タ
ヤ
マ
マ
コ
ト
・
一
万
円
▼

フ
ク
ダ
ダ
イ
コ
ウ
・
二
万
円
▼
村
上
千

秋（
大
阪
府
）千
円
▼
養
父
次
男（
広
島

県
）三
千
十
円
▼
山
内
真
知
子（
養
父

市
）二
万
二
千
五
百
七
十
二
円
▼
南
川

純
子（
大
阪
府
）千
円
▼
澤
山
俊
子（
神

戸
市
）五
千
円

義
援
金
合
計（　

月　

日
現
在
）

１１

３０

　

八
百
二
十
八
万
九
千
二
百
四
十
五
円

台
風　

号
関
連
の
被
災

23

者
支
援
制
度
は
、
別
途

配
布
し
て
い
ま
す
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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兵
庫
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
準
優
勝
に

　
　

月　

日
と　

日
に
加
古
川
市
等
で

１１

２０

２１

開
催
さ
れ
た
「
第　

回
兵
庫
県
少
年
サ
ッ

３７

カ
ー
大
会
」
に
出
場
し
た
大
屋
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
（
愛
称
／
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

大
屋
S
C
）
４
年
生
以
下
の
チ
ー
ム
が
見

事
に
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、　

月
に
開
催
さ
れ
た
但

１０

馬
地
区
予
選
に
お
い
て
優
勝
を
果
た
し
、

兵
庫
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。
県
大

会
で
は
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
無
失

点
で
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、

決
勝
の
兵
庫
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
戦

で
惜
敗
し
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

紳
士
的
に
試
合
を
戦
っ
た
と
し
て
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

準
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
大
屋
S
C
が
大
活
躍

ち
び
っ
こ
役
者
が
会
場
沸
か
す

　
　

月　

日
、
せ
き
の
み
や
子
ど
も
歌
舞
伎
第
２
回
公
演
が
関
宮
公
民
館
ノ
ビ

１１

２１

ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー　

人
に
よ
る
５
つ
の

１６

演
目
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
導
者
と
し
て
松
竹
株
式
会
社
関
西
演
劇
部
の
水
口
一
夫
師
匠
を
招
き
、
同

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
は
半
年
前
か
ら
厳
し
い
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
公
演
は

見
事
な
口
上
で
幕
が
開
き
、
お
な
じ
み
の
葛
畑
三
番
叟
、
迫
力
あ
る
立
回
り
、

牛に引かれて花嫁行列
第２９回但農祭が盛大に開催

　１１月１３日、１４日の２日間、「第２９回但農祭」が盛大に開催

され、生徒の保護者をはじめ多くの方が会場を訪れました。

　会場の但馬農業高等学校では、大根やほうれん草などの農産

物品評会や即売会、山羊や牛とふれあえる「ふれあい動物園」

など農畜産物を取り上げた数多くの催しが行われました。

　但農祭で恒例となっている花嫁行列では、農業クラブ和牛研

究班の生徒代表が「花嫁行列は但馬農業高等学校の伝統文化と

して先輩から受け継がれてきました。ごゆっくりご覧ください」

せ
き
の
み
や
子
ど
も
歌
舞
伎
第
２
回
公
演

とあいさつ。生徒が手塩にかけて育てた和牛が花嫁一行を引き、来場者の間をぬって優雅に行進し

ました。

日
本
舞
踊「
藤
娘
」、
歌
舞
伎「
身
替
座
禅
」

の
各
演
目
を
披
露
。
公
演
の
最
後
を
飾
っ

た「
身
替
座
禅
」で
は
、
笑
い
を
誘
う
物
語

と
大
人
顔
負
け
の
演
技
に
、
来
場
者
は
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

たくましい和牛に引かれて行進する花嫁行列

大人顔負けの演技を披露する子どもたち（身替座禅）

県大会で見事な成績をおさめたフレンドシップ大屋 SC
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日ごろの活動成果を披露
各地域で文化祭を開催
　毎年、地域で開催されている市民文化祭が１０月下旬に各公

民館を中心に行われました。台風２３号による被害が大きかっ

た八鹿地域では中止となりましたが、このほかの地域では芸

能発表や作品展示など日ごろの活動が披露されました。

　芸能発表に出演したみなさんは、自慢の歌声や稽古の成果

を発揮して会場を沸せました。作品展示ではレベルの高い絵

画や書道、生け花など、それぞれの力作が展示されました。

　

先
の
大
戦
に
よ
っ
て
命
を
落
と
さ
れ
た
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
る
た
め
養
父

市
戦
没
者
追
悼
式
が　

月　

日
、
八
鹿
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

１１

１９

　

当
日
は
、
ご
遺
族
ら
６
０
０
人
が
参
列
す
る
中
、
養
父
市
長
職
務
代
理
者
の

和
田
金
男
養
父
市
助
役
が
「
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ

を
次
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
恒
久
平
和
を
確
立
す
る
た
め
に
地
域
か
ら
の
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
ま
た
多
く
の
来
賓
の
方
が
追
悼
の

こ
と
ば
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
献
花
し
た
後
、
北
近
畿
歌
謡
学
院
の
み
な

さ
ん
が
追
悼
の
歌
を
捧
げ
、
出
席
者
全
員
で
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

し
た
。

戦
没
者
の
ご
冥
福
を
祈
る

市
戦
没
者
追
悼
式
に
６
０
０
人
が
参
列

　

鉱
山
や
選
鉱
場
、
製
錬
所
と
し
て
栄
え
た
明
延
、
神
子
畑
、
生
野
を
訪
れ
る

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
「
鉱
山
町
と
近
代
化
遺
産
を
巡
る
大
人
の
修
学
旅
行
」（
養

父
市
、
朝
来
町
、
生
野
町
な
ど
主
催
）
が　

月
６
・
７
日
に
行
わ
れ
約　

名
が

１１

３０

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ツ
ア
ー
は
、
明
治
初
期
よ
り
大
規
模
で
先
端
的
な
鉱
山
開
発
が
行
わ
れ
た

明
延
、
神
子
畑
、
生
野
の
３
鉱
山
に
残
る
産
業
遺
産
を
活
用
し
て
、
地
域
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
一
行
は
、
明
延
鉱
山
探
検
坑
道
、
大

仙
選
鉱
場
跡
、
神
子
畑
鋳
鉄
橋
、
ム
ー
セ
旧
居
、
金
香
瀬
坑
道
、
旧
鉱
山
官
舎

な
ど
、
普
段
見
学
で
き
な
い
名
所
を
興
味
深
そ
う
に
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
戸
市
か
ら
参
加
し
た
山
本
さ
ち
子
さ
ん
は
、「
中
学
生
の
こ
ろ
、
鉱
山
見

学
し
た
の
が
懐
か
し
く
て
応
募
し
ま
し
た
。
特
に
大
仙
選
鉱
場
は
、
古
び
た
建

物
が
自
然
と
調
和
し
て
お
り
、
崇
高
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

３
鉱
山
を
巡
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に　

人
が
参
加

30

産
業
遺
産
を
活
用
し
て
地
域
活
性
化

　また、生活用品のバザーや小中学生による吹奏楽の演奏会など会場では多彩な催しも開かれ、地域ぐ

るみで芸術文化活動の向上が図られました。

坑道を興味深そうに見学する参加者

展示された絵画を鑑賞する来場者
（やぶ文化祭）

献花をする遺族のみなさん
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ま
ち
の
文
化
財
③

〜
馬
瀬
奥
ケ
口
一
号
墳
〜

ま
ち
の
文
化
財
�

　

１
５
６
０ 
㍍ 
の
ト
ン
ネ
ル
を

掘
っ
て
日
高
町
知
見
か
ら
養
父
市

八
鹿
町
馬
瀬
ま
で
を
結
ぶ
、
延
長

２
７
７
０ 
㍍ 
の
知
見
八
鹿
道
路
整

備
事
業
に
伴
う
工
事
用
道
路
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
９
０
年
前
に
伊
能
忠

敬
の
測
量
隊
（
永
井
隊
）
が
こ
の

ル
ー
ト
を
測
量
し
ま
し
た
。
文
化

　

年
（
１
８
１
４
）
１
月
、
伊
能

１１忠
敬
は
日
本
地
図
を
作
る
た
め
に

養
父
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

測
量
日
記
に
は
「
正
月　

日
、

１８

昨
日
よ
り
雪
、
今
朝
も
降
る
、
午

後
止
、
晴
天
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
日
、
高
柳
村
を
出
発
し
て
栂
坂

峠
か
ら
九
鹿
村
に
入
り
、
そ
し
て

馬
瀬
村
か
ら
知
見
坂
峠
を
こ
え
て

知
見
村
ま
で
測
量
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ル
ー
ト
を
通
る
道
路
の
建

設
工
事
に
伴
っ
て
、
養
父
市
教
育

委
員
会
は
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
馬
瀬
熊
野
神
社
の

東
側
１
５
０ 
㍍ 
の
位
置
に
奥
ケ
口

一
号
墳
古
墳
あ
り
ま
す
。

　

古
墳
は
標
高
１
１
９ 
㍍ 
の
小
高

い
尾
根
上
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

規
模
は
東
西　

㍍
、
南
北
９ 
㍍ 
あ

１４

り
ま
す
。
山
側
に
溝
を
掘
っ
て
区

画
す
る
円
墳
で
す
。
古
墳
か
ら
は

鉄
製
の 
大
刀 
や

た

ち

 
刀
子 
と
よ
ば
れ
る

と

う

す

ナ
イ
フ
が
出
土
し
ま
し
た
。
他
に

も 
須
恵
器 
の

す

え

き

 
杯 
と
よ
ば
れ
る
土
器

つ
き

が
２
点
出
土
し
、
６
世
紀
前
半
に

作
ら
れ
た
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
墳
の
山
側
の
斜
面
で

　

体
の
石
仏
が
並
ん
で
出
土
し
ま

１０し
た
。　

世
紀
に
作
ら
れ
た
板
碑

１６

形
式
と
い
わ
れ
る
石
仏
で
す
。

　

熊
野
神
社
の
北
側
に
一
ツ
栗
古

墳
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
の
付

近
で
新
し
く
４
基
の
古
墳
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
上
流
の

石
堂
・
中
村
で
は
古
墳
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
祖
先
が
土
の
中
に
残

し
た
生
活
の
痕
跡
を
埋
蔵
文
化
財

と
呼
び
ま
す
。
１
５
０
０
年
も
昔

に
人
々
が
生
活
し
た
証
拠
が
古
墳

な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

 
養
父
市
立
八
鹿
小
学
校

　
　
　
　
　
　

校
長　

小
畑
宏
明

　

八
鹿
小
学
校
の
校
庭
に
は
大
銀

杏
の
樹
が
そ
び
え
て
い
る
。
秋
に

は
「
芽
が
出
た
い
、
芽
出
た
い
、

め
で
た
い
・
・
・
」
と
、
大
地
に

実
を
落
と
し
て
く
る
。

　

幾
歳
月
、
本
校
の
歩
み
と
と
も

に
八
鹿
っ
子
の
活
躍
を
見
守
っ
て

き
た
大
銀
杏
。
今
は
黄
金
色
に
染

ま
り
、
さ
わ
や
か
な
光
を
受
け
、

ひ
ら
ひ
ら
舞
っ
て
い
る
。

　

校
舎
の
前
庭
に
は
、『
希
望
の

塔
』
が
あ
る
。
創
立
１
１
１
周
年

（
昭
和　

年
）
の
時
、「
こ
の
学

５９

校
で
学
ん
だ
一
人
ひ
と
り
が
明
る

い
夢
と
希
望
を
持
ち
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

こ
の
塔
を
建
立
し
た
」
と
あ
る
。

こ
の
塔
は
、
当
時
の
同
窓
会
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
が
中
心
に
な
っ

て
計
画
し
、
多
く
の
人
々
の
労
力

奉
仕
に
よ
り
、
手
作
り
で
こ
の
塔

が
建
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
中
に
は
卒
業
の
時
、「
二
十

歳
の
私
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
思
い

出
の
写
真
、
テ
ー
プ
、
作
文
な
ど

が
桐
の
箱
に
収
納
さ
れ
、
年
次
ご

と
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

成
人
式
を
迎
え
た
年
に
同
窓
会
を

開
き
、
希
望
の
塔
を
開
扉
す
る
。

　

こ
の
塔
の
開
扉
と
同
窓
会
の
計

画
、
準
備
は
、
同
窓
会
役
員
と
そ

の
年
次
の
世
話
係
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
先
輩
が
若
い
後
輩
を
育
む

微
笑
ま
し
い
伝
統
の
一
つ
で
あ
る

と
思
う
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、

現
在
３
０
２
人
が
『
や
る
気
と
喜

び
に
あ
ふ
れ
る
学
校
』
を
め
ざ
し

て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
学
ん
で
い

る
。

　

児
童
会
で
は
、「
あ
い
さ
つ
日
本

一
」「
ご
み
ゼ
ロ
の
学
校
」
が
合

言
葉
だ
。
今
日
も
児
童
会
役
員
が

校
門
で
み
ん
な
を
迎
え
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
は
ず
ん
だ
声

が
飛
び
交
い
、
八
鹿
っ
子
の
一
日

が
始
ま
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
、
自
ら
の
思
い
や
考
え
が

伝
え
合
え
る
八
鹿
っ
子
の
育
成
に
、

教
師
も
子
ど
も
と
と
も
に
励
ん
で

お
り
、
来
年
６
月
に
は
県
算
数
の

研
究
発
表
会
を
予
定
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
感
銘
す
る
時

　

あ
る
中
学
生
が
、
学
校
で
カ
ン

ニ
ン
グ
を
し
て
先
生
に
見
つ
か
り

ま
し
た
。
担
任
の
先
生
が
そ
の
子

の
父
を
学
校
に
呼
ん
で
注
意
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
父

が
帰
っ
て
き
た
ら
、
き
っ
と
強
く

叱
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と
覚
悟

し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
子
の
作
文
�

『
父
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
。

何
も
言
わ
な
い
。
母
は
お
ろ
お
ろ

し
て
い
る
。
夕
食
も
終
わ
り
、
弟

た
ち
は
テ
レ
ビ
の
あ
る
部
屋
に
移

っ
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
も
な
ら
ぼ

く
も
テ
レ
ビ
の
前
に
行
く
と
こ
ろ

だ
が
、
今
日
は
、
そ
の
気
に
な
れ

な
い
。「
雅
也
、ど
う
だ
気
持
ち
は
」

父
の
雷
を
期
待
し
て
い
た
僕
は
予

想
外
で
何
も
言
え
な
い
。父
は「
雅

也
、
お
父
さ
ん
も
学
生
時
代
、
何

度
か
カ
ン
ニ
ン
グ
を
や
り
た
か
っ

た
。
楽
を
し
て
良
い
点
を
と
り
た

い
の
が
普
通
だ
。
し
か
し
、
人
間

の
良
し
悪
し
は
、
そ
れ
を
や
る
か

や
ら
な
い
か
で
決
ま
る
ん
だ
よ
。

元
気
で
や
ろ
う
ぜ
」
と
言
っ
て
、

父
は
カ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
こ
と
は

一
言
も
ふ
れ
ず
テ
レ
ビ
の
方
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
。後
姿
を
見
て「
す

み
ま
せ
ん
」
と
謝
っ
た
。』
�

　

こ
の
作
文
は
、
子
ど
も
心
を
ふ

る
い
立
た
せ
る
も
の
は
何
か
。
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
）

窓 わわわわわわわわわわわわわわわわ
がががががががががががががががが
わ
が
校校校校校校校校校校校校校校校校校
ののののののののののののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介
紹
介

　

喜
び
い
っ
ぱ
い

　
　

い
の
ち
い
っ
ぱ
い

　
　
　

�
夢
と
希
望
を
�

文化財調査の様子
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健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
む
機
会
が
ぐ
〜
ん
と
増
え

ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
上
手
に
飲
め
ば
、

ス
ト
レ
ス
解
消
、
食
欲
増
進
、
疲

労
回
復
な
ど
健
康
づ
く
り
に
役
立

ち
ま
す
。
健
康
的
な
ア
ル
コ
ー
ル

と
の
つ
き
あ
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
み
す
ぎ
に
ご
用
心

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
と
な
っ
て

ひ
き
起
こ
さ
れ
た
り
、
悪
く
な
る

病
気
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
肝
臓

病
、
胃
腸
疾
患
、
心
臓
病
、
糖
尿

病
、
肥
満
な
ど
で
す
。
食
道
が
ん

は
、
飲
酒
と
最
も
関
係
の
深
い
が

ん
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
依
存

性
が
あ
り
、「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
」
と
い
う
病
気
に
な
る
危
険
性

も
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
飲
め
な
い
人
に

は
す
す
め
な
い
、
飲
め
る
人
も
飲

み
す
ぎ
な
い
（
県
民
行
動
指
標
よ
り
）

　

日
本
人
の
半
分
は
ア
ル
コ
ー

ル
分
解
速
度
が
ゆ
っ
く
り
な
体

質
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の

体
質
や
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

た
上
で
、「
よ
り
危
険
の
少
な
い

飲
み
方
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飲
め
な
い
人
に
は
決
し

て
無
理
に
は
勧
め
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
健
康
的
な
お
酒
の
飲
み
方

・
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
（
清
酒

な
ら
、
1
日
1
合
を
め
や
す
に
）

・
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と

（
人
に
無
理
強
い
す
る
こ
と
な
く
、

楽
し
み
な
が
ら
飲
む
）

・
食
べ
な
が
ら
飲
み
ま
し
ょ
う

・
週
に
2
日
は
休
肝
日
を
作
り
ま

し
ょ
う

・
遅
く
て
も
夜　

時
に
は
切
り
上

12

げ
る
（
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る

に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
）

・
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い

　　

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
つ
き
あ

い
、
健
康
を
害
し
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

「「「「「「「「「「
アアアアアアアアアア
ルルルルルルルルルル
ココココココココココ
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル
」」」」」」」」」」とととととととととと
のののののののののの
つつつつつつつつつつ
きききききききききき
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
方方方方方方方方方方

「
ア
ル
コ
ー
ル
」と
の
つ
き
あ
い
方

養父地域局保健師
川 � 昌 子

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
のののののののののののののののの
叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲

秋
の
叙
勲

◆
瑞
宝
双
光
章

　

（
元
公
立
豊
岡
病
院
総
看
護
婦
長
）

 
小
林
豊
子
さ
ん
（
八
鹿
町
八
鹿
）

　

昭
和　

年
か
ら
平
成
６
年
ま
で

２５

公
立
豊
岡
病
院
の
看
護
師
と
し
て

　

年
間
勤
務
さ
れ
、
総
看
護
婦
長

４４は　

年
間
務
め
ら
れ
、
兵
庫
県
但

１５
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
、

病
院
の
人
員
確
保
に
奔
走
さ
れ
ま

し
た
。

　

病
院
を
退
職
後
は
、
県
の
老
人

保
健
施
設
の
評
価
委
員
と
し
て
、

看
護
の
立
場
か
ら
施
設
の
状
況
調

査
に
取
り
組
み
地
域
福
祉
の
充
実

の
た
め
に
尽
力
。

　

現
在
は
、
週
１
・
２
回
、
養
父

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
高
齢
者
移

動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
お
手
伝
い
を

さ
れ
、「
今
後
も
で
き
る
限
り
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
明
さ
ん　

水
彩
画
展
で
大
賞
受
賞

　

水
彩
画
作
品
の
全
国
公
募
を

行
っ
て
い
た
「
第　

回
全
国
公
募

１６

春
日
水
彩
画
展
」
に
お
い
て
、
大

屋
町
大
屋
市
場
の
太
田
明
さ
ん

の
作
品
が
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

作
品
名
は
「
雪
雲
開
け
て
」
で
、

過
去
に
岩
手
県
に
行
か
れ
た
時

に
見
た
初
冬
の
夜
景
を
思
い
出

し
て
描
か
れ
た
そ
う
で
す
。
太
田

さ
ん
は
「
昔
か
ら
絵
が
好
き
で
、

独
学
で
学
ん
だ
水
彩
画
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
屋
町
宮
本
の
大
越
元

一
さ
ん
の
作
品
も
同
展
で
入
選

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

大賞を受賞された太田さん
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ややぶぶ生生涯涯学学習習セセンンタターー
　　　　 　　　　　（養父公民館  �６６４ ー １１４１）

八八鹿鹿公公民民館館
　　　　 　　　（�６６２ ー ６１４１）

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新 春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会新春かるた大会

◎年末・年始の休館について
　八鹿文化会館／八鹿公民館／ようか武道館／八鹿体育館

　１２月２９日（水）～１月３日（月）まで休館とします。

◎「妙見自然の家」の閉鎖について
　冬期間は積雪等により車での通行が不可能となるため、

４月末日まで閉鎖させていただきます。

　日本古来から伝わる新春の遊び「百人一

首」を楽しみませんか。

◆と　き　１月８日（土）午前９時から

◆ところ　八鹿公民館展示室

◆対　象　八鹿地域内小中学生及び一般

◆参加料　無料

◆持ち物　筆記用具

　　「かるた大会」「書き初め大会」
　　　　　� 申し込みは �
◎小中学生／各学校を通して配付しまし

たチラシで、八鹿公民館に申込んでくださ

い。

◎その他／八鹿公民館へ直接お問い合わ

せください。

　申込期限：１２月２４日（金）まで

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新 春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春 書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書 きききききききききききききききききききき 初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初 めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会新 春 書 き 初 め 大 会
　純白の用紙に、２００５年の新年を迎えた思い

を「書」に込めてみませんか。

◆と　き　１月１０日（月・祝日）午前９時から

◆ところ　八鹿公民館大会議室

◆対　象　八鹿地域内小学生以上

◆参加料　無料

◆課　題　自由　※各自で書く「言葉」を決

　　　　　　　　　 めてください。

◆指導者　西野玉龍さん、綿貫墨石さん他

◆持ち物　習字道具、練習用半紙、ぞうきん、

　　　　　古新聞など

　※小学生低学年の児童は、フェルトペンで

　　も構いません。

　※清書用半紙、長半紙５枚は公民館で準備し

　　ます。

◆表　彰　小中学生の作品で優秀な作品を表

　　　　　 彰します。

「「「「「「「「「「「「「「「「みみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななででででででででででででででででうううううううううううううううう・・・・・・・・・・・・・・・・たたたたたたたたたたたたたたたた・・・・・・・・・・・・・・・・おおおおおおおおおおおおおおおお・・・・・・・・・・・・・・・・うううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」「みんなでう・た・お・う」
　おばあちゃんたちと、よく知っている歌を楽しく

うたいましょう。

◆と　き　１２月１８日（土）午前１０時～正午

◆指導者　沖野芳郎さん

～おはなしのひろば～

「「「「「「「「「「「「「「「「ササササササササササササササササンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタククククククククククククククククロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススとととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいっっっっっっっっっっっっっっっっししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおははははははははははははははははななななななななななななななななしししししししししししししししし会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」「サンタクロースといっしょにおはなし会」

　大型絵本の読み聞かせや手遊びなどで、楽しい

時間を過ごしましょう。

◆と　き　１２月２６日（日）午前１０時～正午

　養父公民館では、新しい体験や友達ができる楽し

い土曜日を用意しています。友達や親子での参加を

お待ちしています。

　会場はやぶ生涯学習センターです。

●ビバホールの催し物
■舘野泉コンサート　２ 月   ５ 日（土）

■スーホの白い馬　　３ 月 １２ 日（土）

「「「「「「「「「「「「「「「「七七七七七七七七七七七七七七七七草草草草草草草草草草草草草草草草ががががががががががががががががゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」「七草がゆをつくろう」

　春の七草をいくつ知っていますか。自分で七草が

ゆをつくってみましょう。

◆と　き　１月８日（土）午前１０時～正午

　紙飛行機を組み立てて、誰が一番飛ぶかを競争し

よう。

◆と　き　１月２２日（土）午前１０時～正午

◆定　員　親子参加で先着２０組

◆参加費　２００円（飛行機１機分）

「「「「「「「「「「「「「「「「大大大大大大大大大大大大大大大大ききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいかかかかかかかかかかかかかかかかるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたでででででででででででででででで遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼうううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」「大きいかるたで遊ぼう」
　何枚とれるかな？大きいトランプもありますよ。

◆と　き　１月１５日（土）午前１０時～正午

「「「「「「「「「「「「「「「「組組組組組組組組組組組組組組組組立立立立立立立立立立立立立立立立式式式式式式式式式式式式式式式式・・・・・・・・・・・・・・・・紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛行行行行行行行行行行行行行行行行機機機機機機機機機機機機機機機機ををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううう」」」」」」」」」」」」」」」」「組立式・紙飛行機をつくろう」

やぶ子ども教室やぶ子ども教室
子どもの居場所子どもの居場所
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関関宮宮公公民民館館
　　　　 　　　（�６６７ ー ３２６６）

大大屋屋公公民民館館
　　　　 　　　（�６６９ ー ０１２０）

　　　    　　　（CATV６６９ ー ０１２３）

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
KidsKids
20042004
��
冬
休
み
編

 
冬
休
み
編

春
思い切り、のびのびと思い切り、のびのびと��

大きな和紙に大きな和紙に

あなたの心を「書」にあなたの心を「書」に

映し出してみませんか。映し出してみませんか。

好きな文字、歌詞、好きな文字、歌詞、

詩、座右の銘、四字熟語、詩、座右の銘、四字熟語、

短歌、俳句などなど短歌、俳句などなど��

お気に入りのことばをお気に入りのことばを

準備しておいてくださ準備しておいてくださ

いね。いね。

めざせ 芸術家 �
アーティスト

～書道家　前田 華汀 さんに学ぶ～
か て い

文文文文文文文文文文文文文文文文字字字字字字字字字字字字字字字字アアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトト入入入入入入入入入入入入入入入入門門門門門門門門門門門門門門門門文字アート入門
■日　時　１月５日（水）　

　　　　　午後 １時３０分～午後４時３０分

■会　場　おおやスポーツセンター

■服　装　汚れてもよい服（くつ下）

　　　　　あたたかくして来てください

■対　象　養父市内小学１～６年生

　　　　　（定員１６名）

■参加料　無料

　　　チャレンジスキー・スノボ教室　（詳細は未定）
　１月中旬　会場／若杉高原おおやスキー場
今年は短期間に集中して練習する予定です。一足早く雪にな
れて、学校のスキー教室で友達を驚かせちゃおう！
初心者のコースも準備する予定です。初めてのお友達も遠慮
なく申込んでください。くわしくは、後日お知らせします。

大屋公民館では

「チャレンジ Kids ２００４　冬休み編」を募

集します。

みなさんのご応募お待ちしています。

予　告

新新新新新新新新新新新新新新新新春春春春春春春春春春春春春春春春行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事ののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内新春行事のご案内

新春三社めぐり新春三社めぐり

　１年のはじまりにジョギングやウォーキングで神社

めぐりをしませんか？

　最後にはビンゴ大会もあります。温かい甘酒をご用

意してお待ちしています。

◆と　き　１月２日（日）

　　　　　午前９時に関宮公民館に集合

◆距　離　３��（ジョギング・ウォーキング）

◆申込期限　１２月２２日（水）

※雨天・積雪時は中止とし、告知放送にてお知らせします。

新春囲碁大会新春囲碁大会

◆と　き　１月９日（日）午前９時から

◆ところ　関宮公民館

◆参加費　1,000 円（昼食代含む）

◆クラス　いずれも参加人数によって、段位等を

　　　　　勘案して主催者側で組み分けます。

◆申込期限　１月４日（火）

新春将棋大会新春将棋大会

◆と　き　１月２３日（日）午前９時から

◆ところ　関宮公民館

◆参加費　1,000 円（昼食代含む）

◆クラス　一般の部、小中学生の部

（いずれも参加人数によって、クラス分けをします）

◆申込期限　１月２３日（日）
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養父市役所 
 
　総務部総務課・財政課 
 
　総務部税務課 
 
　政策監理部企画政策課 
 
　政策監理部八鹿振興課 
 
　会計課 
 
　市民生活部市民課 
 
　市民生活部福祉課 
 
　市民生活部健康課 
　（福祉課介護保険係含む） 
 
　都市整備部 
 
　養父市議会事務局 
 
 
 
養父地域局 
　 
　地域局振興課 
 
　地域局市民課 
 
　農業委員会事務局 
 
　産業経済部農林整備課 
 
　産業経済部農政共済課 
 
　産業経済部商工観光課 
 
　企業局水道事業所 
 
　企業局下水道課 
 
　教育委員会教育総務課・学校教育課 
 
　教育委員会社会教育課 
 
 
 
大屋地域局 
 
 
関宮地域局 
 
　振興課 
 
　市民課 
 
　産業建設課 

☎662－3161㈹
　　　　　　　　　

☎662－3161㈹

☎662－3164　

☎662－7602　 

☎662－7601　 
 

☎662－7604　 
 

☎662－3163　 
 

☎662－3162　 
 

☎662－3165　 
 

　☎662－3166　 
 

☎665－6800　
 
 
 

☎664－0281㈹
 

☎664－0281㈹
 

☎664－0283　 
 

☎664－1450　 
 

☎664－0284　 
 

☎664－1451　 
 

☎664－0285　 
 

☎664－1629　 
 

☎664－1470　 
 

☎664－1627　 
 

☎664－1490　 
☎664－1628　 

 
 

☎669－0120㈹
 
 

☎667－2331㈹

☎667－3500　 

☎667－3502　 

☎667－3501　
 
 
 
 

 

 
  

各部・課へは直通ダイヤルで！ 
 

 

 

 

 

　
　

月　

日
ま
で
は
平
常
ど
お
り

１２

２８

の
収
集
で
す
。　

日
以
降（
年
末
年

２８

始
）の
収
集
に
つ
い
て
は
、各
地
域

局
が
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ　

養
父
市
役
所

市
民
課
（
�
６
６
２
�
３
１
６
３
）、

養
父
地
域
局
市
民
課
（
�
６
６
４

�
０
２
８
２
）、
大
屋
地
域
局
市

民
課
（
�
６
６
９
�
０
１
２
０
）、

関
宮
地
域
局
（
�
６
６
７
�
３
５

０
２
）

▼
診
療
日　
　

月　

日（
金
）〜
１

１２

３１

月
３
日（
月
）午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時▼
診
療
内
容　

内
科
・
小
児
科

▼
お
問
い
合
わ
せ　

南
但
休
日
診

療
所（
�
6
7
2
�
５
２
６
９
）

▼
期
日
及
び
場
所　

１
月　

日
１１

（
火
）
＝
大
屋
地
域
局
駐
車
場
、

同　

日（
水
）＝
養
父
中
学
校
グ
ラ

１２
ウ
ン
ド
、
同　

日（
木
）＝
旧
関
宮

１３

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
同　

日
１４

（
金
）＝
養
父
市
役
所
前
河
川
敷

▼
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

▼
内
容　

「
す
ば
る
」「
天
の
川
」

▼
参
加
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ　

八
鹿
町
栄

町
・
西
岡
博
文
さ
ん（
�
６
６
２
‐

２
８
１
０
）

　

加
藤
暁
子
さ
ん（
出
石
町
在
住
）

に
よ
る
、
木
の
実
等
で
作
っ
た
ツ

リ
ー
・
リ
ー
ス
を
約　

点
「
森
の

２０

ク
リ
ス
マ
ス
」
と
題
し
て
展
示
し

ま
す
。

▼
期
間　
　

月　

日（
日
）ま
で

１２

２６

▼
展
示
場
所　

木
の
殿
堂
南
ホ
ワ

イ
エ

▼
お
問
い
合
わ
せ　

木
の
殿
堂

（
�
0
7
9
6
‐
9
6
‐
１
３
８

８
）

▼
採
用
予
定
人
員　

男
性
警
察
官

約　

人
（
Ａ
区
分
約　

人
、
Ｂ
区

９０

６０

分
約　

人
）

３０

▼
試
験
区
分
等　

・
Ａ
区
分
＝
昭
和　

年
８
月
２
日

４９

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
４
年
制
大
学

（
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
大
学
等

を
含
む
）を
卒
業
し
た
方
及
び
平

成　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

１７
の
方

・
Ｂ
区
分
＝
昭
和　

年
８
月
２
日

４９

か
ら
昭
和　

年
８
月
１
日
ま
で
に

６２

生
ま
れ
た
方
で
、
Ａ
区
分
以
外
の

方
（
平
成　

年
３
月
ま
で
に
高
等

１７

成　

年
１
月　

日（
木
）ま
で
、
第

１７

２０

３
回
選
考
＝
平
成　

年
２
月　

日

１７

１６

（
水
）〜
平
成　

年
３
月
３
日（
木
）

１７

▼
お
問
い
合
わ
せ　

国
立
県
営
兵

庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
�

０
７
２
‐
７
８
２
‐
３
２
１
０
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

大
学
で
す
。

▼
募
集
期
間　

平
成　

年
２
月　

１７

２８

日
（
月
）

【
教
養
学
部
募
集
学
生
の
種
類
】

◆
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

◆
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

◆
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
の
学
位
の
取
得
を
目
指

す
）

【
教
養
学
部
の
特
長
】

◆
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す

◆　

歳
以
上
な
ら
ば
選
科
履
修

１５
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
約
３
０
０
科
目
の
中
か
ら
好

学
校
等
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

▼
受
付
期
限　
　

月　

日（
火
）

１２

２１

▼
試
験
日　

第
一
次
試
験
＝
平
成

　

年
１
月　

日
（
土
）

１７

２２

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
警
察
署
、

駐
在
所
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

障
害
を
有
す
る
方
等
、

一
般
の
能
力
開
発
施
設
に
お
い
て

訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方

①
症
状
が
安
定
し
、
介
護
を
必
要

と
し
な
い

②
就
業
の
意
思
を
有
し
、
職
業
的

自
立
が
可
能
で
あ
る

③
訓
練
お
よ
び
日
常
生
活
に
支
障

が
な
く
集
団
生
活
に
適
応
で
き
る

④
履
修
に
必
要
な
修
得
能
力
と
意

欲
が
あ
る

▼
募
集
科
目　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
、
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
科

▼
募
集
定
員　

各
科　

名
程
度

１０

▼
受
付
期
間　

第
２
回
選
考
＝
平

催　
　

し

募　
　

集

平
成　

年
度　

第
３
回

１６

警
察
官
採
用
選
考
試
験

放
送
大
学
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

平
成　

年
度　

障
害
者

１７

訓
練
生
の
募
集

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す

木
の
殿
堂
特
別
企
画
・
森
の

ク
リ
ス
マ
ス
公
募
企
画
展

年
末
・
年
始

ご
み
の
収
集

南
但
休
日
診
療
所

年
末
年
始
の
診
療
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き
な
科
目
を
選
択
で
き
ま
す
。

◆　

歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を

１８
お
持
ち
の
方
は
、
誰
で
も
全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
卒
業
す

る
と
学
士
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

【
大
学
院
募
集
学
生
の
種
類
】

◆
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

◆
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

【
大
学
院
の
特
長
】

◆　

歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
修
士

１８
選
科
生
・
修
士
科
目
生
と
し
て
入

学
で
き
、
約　

科
目
の
中
か
ら
好

６０

き
な
科
目
を
選
択
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
姫

路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
�
０

７
９
２
‐
８
４
‐
５
７
８
８
）

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

１６

１２

月　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

３１

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

本
年　

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

１２

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

� 
経
済
産
業
省
・
兵
庫
県
・
養
父
市
�

　

「
天
文
館
バ
ル
ー
ン
よ
う
か
」で

開
催
し
て
い
ま
す
「
観
望
会
」
で

す
が
、
１
月
と
２
月
は
降
雪
と
凍

結
の
た
め
中
止
い
た
し
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ　

天
文
館
バ

ル
ー
ン
よ
う
か
（
�
6
6
3
‐
2

0
2
1
）

　

台
風　

号
等
で
被
災
さ
れ
た
方

２３

に
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類　
 
罹 
災
証

り

明
（
市
役
所
総
務
課
総
務
係
）、
被

災
状
況
申
立
書
（
市
役
所
市
民
課

戸
籍
年
金
係
・
各
地
域
局
市
民
課
）

▼
承
認
後
の
免
除
期
間　

申
請
月

の
前
月
分
か
ら
平
成　

年
６
月
分

１７

ま
で

▼
免
除
を
受
け
た
場
合
の
年
金
額

全
額
免
除
期
間
は
、
全
額
納
付
し

た
場
合
の
３
分
の
１
。
半
額
免
除

期
間
は
全
額
納
付
し
た
場
合
の
３

分
の
２

▼
お
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
社
会
保

険
事
務
局
豊
岡
事
務
所
（
�
0
7

9
6
‐
2
2
‐
3
1
9
6
）、
市

役
所
市
民
課
戸
籍
年
金
係
（
�
6

6
2
‐
3
1
6
3
）、
各
地
域
局

市
民
課
住
民
係

　

年
金
の
受
給
や
保
険
料
の
納
付

な
ど
、
国
民
年
金
の
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。
年
金
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
　

月　

日（
月
）午
前　

12

20

１０

時　

分
〜
午
後
３
時

３０
▼
と
こ
ろ　

大
屋
公
民
館
研
修
室

▼
相
談
員　

兵
庫
県
社
会
保
険
事

務
局
豊
岡
事
務
所
専
門
員

▼
お
問
い
合
わ
せ　

養
父
市
役
所

市
民
課
戸
籍
年
金
係
（
�
６
６
２

‐
３
１
６
１
）

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
す
る
な
ど

の
理
由
で
建
物
の
取
り
壊
し
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、「
家
屋
取
り
壊

し
申
告
書
」を
市
役
所
税
務
課
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

税
務
課
で
は
、
取
り
壊
し
の
申

し
出
を
受
け
て
、
家
屋
台
帳
と
現

け
て
お
ら
れ
る
方
、
新
た
に
申
請

を
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
民
生

児
童
委
員
さ
ん
に
相
談
さ
れ
、
学

校
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
用
紙
は
、
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
及
び
各
小
中
学
校
に

あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間　
　

月
末
日
ま
で

１２

▼
お
問
い
合
わ
せ　

養
父
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
係
（
�

代
表
６
６
４
‐
０
２
８
１
、
�
直

通
６
６
４
‐
１
６
２
７
）

　

養
父
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

は
、
多
発
す
る
交
通
死
亡
事
故
に

対
し
、「
交
通
死
亡
事
故
非
常
事
態

宣
言
」を
発
令
し
ま
し
た
。

　

本
年
1
月
か
ら　

月
末
現
在
で
、

11

す
で
に
8
名
の
方
が
市
内
で
の
交

通
事
故
に
よ
り
そ
の
命
を
落
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
事

故
の
悲
惨
な
犠
牲
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
市
民
、
行
政
、
警
察
署
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
交
通
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
力
に
展

開
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
、
交

通
事
故
の
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

地
を
確
認
し
、
取
り
壊
さ
れ
た
建

物
を
課
税
対
象
か
ら
外
し
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
一
部
の
取
り
壊
し

で
あ
っ
て
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。（
届
け
出
用
紙
は
、
市
役
所

税
務
課
、
各
地
域
局
振
興
課
に
あ

り
ま
す
）

　

な
お
、「
家
屋
取
り
壊
し
申
告

書
」
の
提
出
が
な
い
と
き
や
、
法

務
局
に
建
物
滅
失
の
登
記
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
家
屋
台
帳
に
登

載
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
誤
っ
て
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
誤
り
を
な
く
し
課
税
内
容

を
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

毎
年
５
月
に
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
と
併
せ
て「
課
税
明
細
書
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、

早
め
の
連
絡
と
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
税
務

課
（
�
６
６
２
‐
３
１
６
４
）

　

養
父
市
で
は
、
経
済
的
理
由
等

に
よ
り
、
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
の
方
に
円
滑
に
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
学
用
品
費
等
の

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
準
要
保
護
世
帯
と
し
て

認
定
さ
れ
、
こ
の
就
学
援
助
を
受

お 
知 
ら 
せ

１
月
・
２
月
の
観
望
会
は

中
止
し
ま
す

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除

家
屋
の
取
り
壊
し
は

届
け
出
を
！

交
通
死
亡
事
故

非
常
事
態
宣
言
が
発
令
！

平
成　

年
度　

就
学
援
助

１７

の
申
請
に
つ
い
て

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
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　　　　　　未納料金請求最終通達書

　　　　　　　　　　　　　　分類コード00000

　貴殿のご利用された「電子消費者料金未納分」に

ついて、ご利用会社から委託を受けましたので、大

至急下記までご連絡ください。

　こちら「電子消費者民法特例法」上、法務省認可

通達書になっていますので、この通達書が届いた日

から２日以内にご連絡いただけない場合には、裁判所

措置といたしましては強制執行となりますのでご了

解ください。

　なお、プライバシーの保護のため、必ずご本人様

からご連絡いただきますようお願い申し上げます。

　以上を持ちまして最終通告とさせていただきます。

　連絡先　東京都○○区○○　○-○-○

　　法務省認定　△△債権回収センター

　　　03-××××-××××

　　　03-××××-××××

「
架
空
請
求
」
が
あ
な
た
に
も
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
架
空
請
求
」
が
あ
な
た
に
も
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
、
被
害
が
続
出
し
て
い
る
「
架
空
請
求
」
が
あ
た
な
た
に
も
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
が
届
い
た
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
対
処
し
て
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
手
の
悪
質
商
法
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
絶
対
に
業
者
に
電
話
し
な
い

�
「
覚
え
は
な
い
」
と
毅
然
と
し

て
断
り
業
者
の
話
に
は
応
じ
な
い

�
個
人
情
報
（
自
宅
の
電
話
番
号
、

勤
務
先
や
学
校
名
等
）
は
絶
対
に

教
え
な
い

�
一
度
支
払
う
と
再
請
求
さ
れ
る

の
で
絶
対
に
支
払
わ
な
い

�
不
安
な
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
相
談
し
て
み
る

▼
相
談
先　

県
立
但
馬
生
活
科
学

セ
ン
タ
ー
（
�
０
７
９
６
‐
２
３

‐
０
９
９
９
）、
養
父
市
市
民
課

生
活
係
（
�
６
６
２
‐
３
１
６
３
）

◆
S
F（
催
眠
）商
法　

講
演
会
や

安
売
り
等
を
名
目
に
人
を
集
め
、

日
用
品
等
を
無
料
で
配
っ
て
得
し

た
気
分
に
さ
せ
、
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
興
奮
状
態
の
中
で
「
買
わ
な

け
れ
ば
損
」
と
い
う
心
理
状
態
を

作
り
、最
後
に
高
額
商
品（
羽
毛
布

団
・
健
康
食
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
）を
売
り
つ
け
る
。

◆
点
検
商
法　

無
料
点
検
す
る
な

ど
と
言
っ
て
家
に
上
が
り
、「
こ
の

ま
ま
だ
と
危
険
」「
布
団
に
ダ
ニ
が

い
る
」
な
ど
と
嘘
を
言
い
、
代
替

品
（
床
下
換
気
扇
・
布
団
・
白
ア

リ
駆
除
・
消
火
器
等
）・
サ
ー
ビ
ス

を
売
り
つ
け
る
。

◆
か
た
り
商
法　

公
的
機
関
や
有

名
企
業
の
名
前
を
か
た
っ
て
商
品

（
消
火
器
・
浄
水
器
・
建
物
清
掃

サ
ー
ビ
ス
等
）を
売
り
付
け
る
。

悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
質質質質質質質質質質質質質質質質
商商商商商商商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法法法法法法法
にににににににににににににににに
もももももももももももももももも
注注注注注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意意意意意
！！！！！！！！！！！！！！！！

悪
質
商
法
に
も
注
意
！

被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害
にににににににににににににににに
ああああああああああああああああ
わわわわわわわわわわわわわわわわ
なななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめ
のののののののののののののののの
対対対対対対対対対対対対対対対対
応応応応応応応応応応応応応応応応
をををををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！！！

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対
応
を
！

クククククククククククククククク
ーーーーーーーーーーーーーーーー
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググググ
・・・・・・・・・・・・・・・・
オオオオオオオオオオオオオオオオ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

をををををををををををををををを
知知知知知知知知知知知知知知知知
っっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？？？

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
制
度
は
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
の

契
約
に
お
い
て
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
書
面
に
よ
り
無
条
件
で
契

約
を
解
除
で
き
る
も
の
で
す
。

（
工
事
が
完
了
し
て
い
て
も
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ

れ
ば
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
）

　　　　　　　通　知　書

１　契約年月日　

　　　　　平成○○年○月○○日

１　契約商品

　　　　　○○○○○

１　商品代金

　　　　　金○○○○○円

上記契約を解除します。

なお、私が支払った代金は直ちにご返金

ください。

また、私が保管している商品は、至急引

取ってください。

　平成○○年○月○○日

　　兵庫県養父市○○町○丁目○番地

　　　　　　　　　（氏名）○○○○

＜記載例＞　販売会社宛て（裏面）

◆
通
知
書
の
書
き
方

・
表
面
の
宛
名
は
「
○
○
会
社
代

表
者
様
」
と
す
る
。（
担
当
者
名
や

代
表
者
名
な
ど
固
有
の
氏
名
は
書

か
な
い
）

・
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
郵
便
局
へ
行

き
、
配
達
記
録
で
送
る
。

・
両
面
の
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
管

し
て
お
く
。

（架空請求例）
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　一 般 

産　　業年　齢職　　種

一般貨物自動車運送業２２ 歳～ ５０ 歳大型ダンプ運転手

鉄道業不　問リフト作業

老人福祉事業２０ 歳～ ４０ 歳介護職員（嘱託）

建築材料卸売業１８ 歳～ ４０ 歳建築資材の配送

事業協同組合４０ 歳以下自動車整備士

セメント・同製品製造業不　問製造工

工業用プラスチック製品製造業２０ 歳～ ３５ 歳機械オペレーター

管工事業（さく井工事業を除く）２８ 歳～ ５５ 歳建築設備施工管理技術者

一般土木建築工事業２５ 歳～ ４０ 歳建築営業

特定貨物自動車運送業２５ 歳～ ５０ 歳配送運転手（大型）

老人福祉事業不　問夜間専門介護職員（嘱託）

一般土木建築工事業不　問土木作業員

自転車・同部分品製造業１８ 歳～ ５０ 歳タップ作業（アルバイト）

かばん製造業１７ 歳～ ５０ 歳ミシンオペレーター（経験者）

かばん製造業１７ 歳～ ４５ 歳ミシンオペレーター（未経験者）

かばん製造業１７ 歳～ ５０ 歳チームリーダー

一般乗用旅客自動車運送業２２ 歳～ ５０ 歳タクシー業務

農林水産業協同組合３５ 歳以下一般事務

その他の職別工事業２５ 歳～ ３５ 歳現場施工技術者

一般土木建築工事業２５ 歳～ ６０ 歳現場監督員

その他の職別工事業１８ 歳～ ３０ 歳現場施工

その他の職別工事業２０ 歳～ ５５ 歳土木作業員

一般土木建築工事業２０ 歳～ ５０ 歳土木作業員

一般土木建築工事業不　問土木施工管理技士

一般乗合旅客自動車運送業３０ 歳～ ５０ 歳自動車検査員

電気通信・信号装置工事業３０ 歳以下電話工事技術者

警備業２０ 歳～ ５５ 歳交通警備員

建築材料卸売業２０ 歳～ ４５ 歳営業（木材）

建築材料卸売業２５ 歳～ ３０ 歳営業見習

建具製造業１８ 歳～ ３５ 歳

アルミサッシ加工、

木製建具製造販売、

ガラス工事、切断

警備業１８ 歳～ ５０ 歳警備員

一般土木建築工事業２５ 歳～ ３５ 歳建築技術員

建築工事業２５ 歳～ ３５ 歳建築営業

建築工事業２０ 歳～ ４０ 歳建築工事管理技術者

畜産食料品製造業４０ 歳以下配達要員・営業

ボイラ・原動機製造業１８ 歳～ ５５ 歳機械工（旋盤工）

老人福祉事業不　問理学療法士

老人福祉事業不　問作業療法士

一般貨物自動車運送業２０ 歳～ ４０ 歳ドライバー（３�、４�）

（11 月２５日現在）

お問い合わせ：八鹿公共職業安定所　�  ６６２‐２２１７

市　内　求　人　情　報 市　内　求　人　情　報 

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度平成１７年度
保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育園園園園園園園園園園園園園園園園（（（（（（（（（（（（（（（（所所所所所所所所所所所所所所所所））））））））））））））））園園園園園園園園園園園園園園園園児児児児児児児児児児児児児児児児募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集保育園（所）園児募集

　養父市では、平成１７年度に入園（所）する公・私

立保育園（所）の園児を募集します。

◆対象児童／市内に住んでいる平成１１年４月２日以降

生まれの保育に欠ける児童

◆各保育所の定員

定　員施　設　名公立・私立

６０名伊佐保育所公　立

３０名宿南保育所公　立

３０名小佐保育所公　立

６０名太陽保育園私　立

４５名童和保育園私　立

６０名日光保育園私　立

４５名建屋保育所公　立

４５名浅野保育所公　立

９０名広谷保育所公　立

６０名養父保育所公　立

９０名大屋幼児センター公　立

９０名関宮第１保育園公　立

４５名関宮第２保育園公　立

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度平成１７年度
養養養養養養養養養養養養養養養養父父父父父父父父父父父父父父父父市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園園園園園園園園園のののののののののののののののの入入入入入入入入入入入入入入入入園園園園園園園園園園園園園園園園説説説説説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明明明明明会会会会会会会会会会会会会会会会養父市立幼稚園の入園説明会

◆受付期間／平成 １７ 年 １ 月 ５ 日（水）～１ 月 ２０ 日（木）まで

◆必要書類／�保育所入所申込書�保育に欠けるこ

との証明（勤務証明、内職等証明）�１６年分源泉徴収票

又は平成１６年分の確定申告の写し�同意書�預金口

座振替依頼書

※在園児については、預金口座振替

　依頼書の提出は必要ありません。

　入所申込時に必要書類が整わない

　場合は、その旨申し出てください。

　平成１６年１月２日以降に養父市に

　住民登録された方は、上記書類の

　他に平成１６年１月１日の住民登録

　地の市役所・市町村役場で「平成１６

　年度の市町村民税の課税証明」が必要です。

◆保育料／保護者及び扶養義務者の平成１６年分の所

得税、平成１６年度の市民税の課税状況により決まりま

す。ただし、所得税額については、住宅借入金控除・配

当控除は適用しません。

◆申込先／各保育所、養父市役所福祉課、各地域局市

民課まで

◆お問い合わせ／養父市役所福祉課（� 662�3162）、

養父地域局市民課（� 664�0283）、大屋地域局市民課

（� 669�0120）、関宮地域局市民課（� 667�3502）

　平成１７年４月から幼稚園に入園を希望される保護

者の方を対象に、各幼稚園で入園説明会を実施します。

実施時期は１月下旬の予定です。

◆お問い合わせ／養父市教育委員会学校教育課学事係

（�代表６６４�０２８１、�直通６６４�１６２７）、各幼稚園
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 わがやのアイドルを募集中 !!
掲載を希望される方は市役所総務課
秘書広報係までご連絡ください。

　　　　　　　　（� ６６２‐３１６１）

１
月 

 

元
気
で
明
る
い
、
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

で
す
。　
　
　
  　

（
恵
お
母
さ
ん
の
話
）

１日（土）

２日（日）

３日（月）

４日（火）

人権相談（関宮エイドホール、１３：３０～１６：００受付）５日（水）

4、7、10 カ月、1歳、1歳６カ月、2歳、３歳児健診
６日（木）

（大屋保健センター、13：00 ～ 14：00 受付）

７日（金）

８日（土）

養父市成人式（八鹿文化会館文化ホール、10：00 ～開会）９日（日）

１０日（月）

４カ月児健診（国屋医院、13：30 ～ 14：00 受付）
１１日（火）

１０カ月児健診（国屋医院、14：00 ～ 14：30 受付）

行政相談（関宮ふれあいの郷、13：30 ～ 16：00 受付）１２日（水）

１３日（木）

１４日（金）

行政相談（八鹿公民館、9：00 ～ 12：00 受付）１５日（土）

１6 日（日）

１７日（月）

乳児健診（関宮ふれあいの郷、13：30 ～ 14：00 受付）１８日（火）

行政相談（大屋公民館、9：00 ～ 12：00 受付）１９日（水）

なんでも相談・人権相談・行政相談

２０日（木）

（やぶ生涯学習センター、9：00 ～ 11：30 受付）

４カ月児健診（やぶ保健センター、13：40 ～ 14：00 受付）

１０カ月児健診（やぶ保健センター、13：50 ～ 14：10 受付）

１歳６カ月児健診（やぶ保健センター、14：00 ～ 14：20 受付）

３歳児健診（やぶ保健センター、14：10 ～ 14：30 受付）

人権相談（大屋公民館、10：00 ～ 12：00 受付）
２１日（金）

人権相談（八鹿老人福祉センター、13：30 ～ 16：00 受付）

２２日（土）

２３日（日）

２４日（月）

２５日（火）

１歳６カ月児健診（関宮ふれあいの郷、13：20 ～ 13：30 受付）
２６日（水）

２歳、３歳児健診（関宮ふれあいの郷、13：30 ～ 13：45 受付）

２７日（木）

２８日（金）

２９日（土）

３０日（日）

３ １日（月）

養父市場

大屋町大杉

八鹿町伊佐

奈良尾

長村 愛梨 ちゃん（２歳）
あ い り

竹島 朱音 ちゃん（１歳）
あ や ね

松田寧々    ちゃん（２歳）
ね ね

強
く
て
、
賢
い
子
に
な
あ
れ
。

　
　

（
亮
平
お
父
さ
ん
、
梓
お
母
さ
ん
の
話
）

歌
と
お
絵
か
き
が
大
好
き
。
元
気
な
お

し
ゃ
べ
り
娘
で
す
。

　

（
雅
浩
お
父
さ
ん
・
ゆ
か
り
お
母
さ
ん
の
話
）

正垣 虎  太  郎 ちゃん（１歳）
こ た ろう

元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
が
か
わ
い
い
朱
音
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
和
人
お
父
さ
ん
の
話
）
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番組表  1 月号 

7：00 ふれあいトピックス 

10：00 ふれあいトピックス 

12：00 ふれあいトピックス 

13：00 ふれあいネットアンコールアワー 

14：00 ふれあいトピックス 

15：00 サイエンスチャンネル 

19：30 ふれあいトピックス 

21：00 ふれあいトピックス 

22：00 ふれあいネットアンコールアワー 

23：00 ふれあいトピックス 

放送開始 放送番組 

5ch番組案内 
放送時間 ①13：00～　②22：00～ 

12月14日（火）～12月20日（月） 

（2003やぶぐんふれあいネット制作） 

（2004やぶぐんふれあいネット制作） 

（2001関宮町有線テレビジョン制作） 

（2003やぶぐんふれあいネット制作） 

※アンコールアワーは、毎週火曜日の 
　　　　　　　　　　　　　　22時に更新します！！ 

12月21日（火）～12月27日（月） 

1月4日（火）～1月10日（月） 

1月11日（火）～1月17日（月） 

『二十歳のチカラ〈再〉』 

『SYTせきのみやふるさと紀行 
　　　～ふるさとの冬ものがたり～〈再〉』 

 

※ふれあいトピックスは毎週火・金曜日の 
　19時30分に更新します!!

 『火災！その原因！！〈再〉』 

『響けうたごえ！おおやホールに 
　～親子合唱団うたごえロケット～〈再〉』 

◆ケーブルテレビに関する問い合わせ先

　養父市政策監理部情報センター（ふれあいネット）

　兵庫県養父市八鹿町高柳 2702-3　� 663-2600　FAX 663-2385　
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◆放送期間　1月 1日（土）～ 1月 4日（火）

◆放送時間　8:00 ／ 12:00 ／ 15:00 ／ 19:00 ／ 22:00

◆放送内容　年頭のあいさつ、八鹿観世能、

　　　　　　全日本ビバホールチェロコンクール、

　　　　　　大杉ざんざこ踊り ･若杉ざんざか踊り、

　　　　　　葛畑農村歌舞伎

　　　　　　（※年頭のあいさつは元旦のみ）

※通常の『ふれあいトピックス』は１月 4日（火）19:30 から

　放送します。

新春特別番組を放送します！

養父市 市章養父市  市章




